
　
　

６
月
議
会
で
答
弁
し
た

と
お
り
住
民
の
生
活
環
境
に

与
え
る
影
響
を
理
由
に
反
対

表
明
し
、
７
月
に
は
事
業
を

計
画
さ
れ
て
い
る
会
社
の
代

表
に
事
業
計
画
の
取
り
下
げ

を
要
請
し
た
。
今
後
引
き
続

き
要
請
を
続
け
、
最
終
判
断

さ
れ
る
県
知
事
に
も
い
ろ
い

ろ
な
機
会
を
通
し
て
、
専
門

家
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
危

険
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地

と
い
っ
た
大
規
模
な
設
備
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

②
春
夏
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

冬
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
散
策
は

今
後
も
支
援
し
た
い
。

③
Ｗ
杯
の
合
宿
誘
致
は
施
設

に
課
題
も
あ
り
、
県
と
協
議

し
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

　

◆
水
上
企
画
商
工
観
光
部
長

　
　

①
民
間
主
導
の
ま
ち

づ
く
り
は「
市
民
が
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
飛

騨
」の
具
現
化
に
向
け
て
極

め
て
重
要
。
協
議
会
は
交
流

人
口
拡
大
を
テ
ー
マ
に
特

産
・
交
流
・
景
観
の
３
部
会

の
活
動
を
中
心
に
、
市
民
と

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　

市
が
保
有
す
る
土
地
や

建
物
の
借
地
料
や
使
用
料
な

ど
は
、
地
域
間
や
個
人
間
で

不
均
一
の
ま
ま
、合
併
後
ず
っ

と
調
整
が
先
送
り
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
市
長
は
調
整
困

難
な
項
目
の
解
消
に
向
け
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
お

り
今
回
の
見
直
し
は
そ
の
一

つ
。
そ
し
て
、
議
会
に
お
い

て
も
同
様
の
決
議
が
３
月
議

会
に
出
さ
れ
て
お
り
、
市
長

は
決
議
を
尊
重
し
前
倒
し
で

調
整
作
業
を
開
始
し
た
。
議

会
の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

険
料
率
改
正
も
あ
り
上
昇
は

避
け
ら
れ
な
い
。

⑤
交
通
手
段
の
充
実
の
た

め
、
公
共
交
通
再
編
で
来
年

10
月
か
ら
は
、
よ
り
便
利
に

利
用
い
た
だ
け
る
。

⑥
必
要
事
項
を
熟
慮
し
、
岐

阜
県
廃
棄
物
対
策
協
議
会
の

状
況
も
見
な
が
ら
適
切
に
対

処
し
た
い
。
施
設
状
況
を
総

合
的
に
判
断
し
処
理
業
者
等

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

⑦
目
先
の
財
源
が
あ
る
間

の
一
時
的
な
も
の
で
は
な

く
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
見

定
め
、
適
切
な
財
源
配
分
を

図
っ
て
参
り
た
い
。

　
　

８
月
の
広
島
豪
雨
災
害

か
ら
、
改
め
て
急
峻
で
土
砂

災
害
区
域
の
数
河
は
全
く
産

　
　

私
か
ら
地
域
振
興
策
を

提
案
し
ま
す
。
①
間
伐
材
を

活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
基
地
に
。
②
心
と
体
づ
く

り
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

の
認
定
を
受
け
癒
し
の
基
地

　
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

発
足
し
２
年
が
経
過
、
５
部

会
の
事
業
化
が
急
が
れ
る
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
外
部

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
地
域

　
　

市
は
合
併
後
か
ら
こ
れ

ま
で
未
調
整
だ
っ
た
施
設
や

土
地
の
使
用
・
運
用
に
つ
い

て
統
一
化
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
が
、
使
用
料
が
ど
う

変
わ
る
の
か
、
減
免
適
用
は

　
　

こ
れ
ま
で
市
民
が
ず
っ

と
望
ん
で
い
る
問
題
を
具
体

化
し
、
市
民
の
家
計
を
温
め

る
市
政
の
実
現
を
。

①
高
校
生
の
通
学
費
補
助

②
福
祉
灯
油
券
の
復
活

③
国
保
料
の
引
き
下
げ

④
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

⑤
へ
き
地
へ
の
買
い
物
支
援

そ
の
財
源
確
保
の
た
め
に

⑥
岐
環
協
と
の
合
理
化
協
定

を
見
直
し
、そ
れ
ら
の
支
出
を

減
ら
す
こ
と
。
公
共
施
設
の

下
水
道
接
続
も
促
進
せ
よ
。

⑦
貯
め
す
ぎ
の
基
金
を
取
り

崩
し
、財
源
を
確
保
せ
よ
。

　

◆
各
部
長

　
　

①
今
後
、遠
距
離
通
学
の

生
徒
数
の
状
況
を
把
握
し
、少

子
化
対
策
の
課
題
と
し
て
支

援
内
容
を
検
討
し
た
い
。

②
い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

③
検
討
し
て
い
な
い
。

④
基
金
を
取
り
崩
し
財
源
と

し
て
見
込
ん
で
い
く
が
、
保

廃
の
適
地
で
は
な
い
。
区

長
会
が
９
月
約
１
万
名
の
反

対
署
名
を
岐
阜
県
知
事
に
提

出
。
過
去
２
回
の
提
出
分
も

含
め
反
対
者
約
１
万
５
千
名

の
市
民
の
声
に
今
後
ど
う
答

え
て
い
く
の
か
？

　

◆
市
長

に
。
③
５
年
後
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
合
宿
誘

致
を
県
と
連
携
し
取
り
組
む

べ
き
。

　

◆
水
上
企
画
商
工
観
光
部
長

　
　

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
は
後
押
し
す
る

ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
民
間
主

導
で
交
流
・
景
観
の
２
部
門

に
絞
り
「
温
故
知
新
」
を
取

り
入
れ
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。

ど
う
な
る
の
か
の
具
体
案
を

議
会
に
提
示
し
議
論
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
を
せ
ず
一
方

的
に
「
議
会
で
決
ま
っ
た
か

ら
」
と
市
民
に
交
渉
し
て
い

る
が
、
本
末
転
倒
で
あ
る
。

な
ぜ
民
主
的
な
手
続
き
を
し

な
い
の
か
。
ま
た
市
民
に
は

交
渉
で
強
制
す
べ
き
で
は
な

い
。

　

◆
白
川
副
市
長

問問問

問問

答

答

答

答

答
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問答問答問答

問答問答

県
内
外
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
数
河
産
廃

反
対
運
動
」
に
つ
い
て
飛
騨
市
の
今
後
の
対
応
は
？

今
、
数
河
に
新
た
な
地
域
振
興
策
が
強
く
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
対
策
は
あ
り
ま
す
か
？

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
民
間
主
導
で
「
温
故
知

新
」
を
取
り
入
れ
て
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
？

財
産
管
理
の
運
用
に
つ
い
て
、
市
民
に
負
担
を

強
要
す
べ
き
で
な
い

市
民
生
活
の
安
定
の
た
め
、諸
施
策
の
実
現
を

事
業
者
に
事
業
計
画
の
取
り
下
げ
要
請
を
続
け
、

知
事
に
は
そ
の
危
険
性
を
訴
え
て
い
き
た
い

新
た
な
も
の
は
無
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
農
業
・

畜
産
振
興
は
今
後
と
も
推
進
し
て
い
き
た
い

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
交
流
人
口
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た
い

合
併
後
不
均
一
だ
っ
た
調
整
項
目
を
、
３
月
の

議
会
決
議
を
尊
重
し
前
倒
し
で
や
っ
て
い
る

①
検
討　

②
③
④
考
え
て
い
な
い　

⑤
交
通
手
段
充
実

さ
せ
る　

⑥
協
議
進
め
る　

⑦
後
年
を
見
定
め
た
配
分

野村　勝憲 議員

籠山  恵美子 議員



　
　

要
支
援
者
に
対
す
る
保

険
給
付
に
つ
い
て
改
正
が
あ

り
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

が
予
防
給
付
か
ら
外
れ
、
地

域
支
援
事
業
の
新
し
い
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
存

の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
し
つ

つ
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

置
促
進
と
育
成
・
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
中
で
、
情
報

が
伝
わ
ら
ず
不
審
を
抱
か
せ

た
こ
と
は
反
省
す
る
。
②
標

識
の
設
置
は
誰
が
行
っ
た
の

か
は
不
明
。
取
水
口
は
指
定

消
防
水
利
で
は
な
い
が
有
事

の
際
は
重
要
な
水
源
。
消
防

署
と
振
興
事
務
所
で
対
応
し

て
い
く
。
③
洪
水
予
報
を
行

う
河
川
で
は
な
い
の
で
、
高

原
川
の
よ
う
な
量
水
標
は
設

置
で
き
な
い
。
水
位
を
把
握

す
る
た
め
の
目
盛
型
の
量
水

標
は
設
置
可
能
な
の
で
県
に

要
望
し
て
い
く
。
④
出
水
時

の
操
作
は
危
険
。
河
川
管
理

上
の
問
題
も
あ
る
。
特
殊
堰

堤
の
老
朽
化
も
あ
る
の
で
修

繕
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

図
書
館
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
導
入
し
て
い
る
。
民
間
事

業
者
が
固
定
価
格
買
取
制
度

を
活
用
し
た
利
益
獲
得
機
会

の
増
加
、
貸
付
に
よ
る
賃
料

収
入
の
確
保
や
市
税
収
入
の

増
加
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
通
常
20
年
間
の
長
期
賃

貸
契
約
を
締
結
す
る
必
要
が

あ
る
。
施
設
の
耐
久
性
等
ク

リ
ア
す
る
課
題
も
多
々
あ
る

の
で
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

全
の
観
点
か
ら
は
直
ち
に
一

般
開
放
を
行
っ
て
制
限
無
く

入
山
者
を
増
や
す
よ
り
も
、

当
面
は
現
行
の
山
之
村
牧
場

や
各
旅
行
事
業
者
に
よ
る
ツ

ア
ー
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

昭
和
33
年
に
整
備
さ
れ

た
現
行
施
設
は
老
朽
化
が
進

み
、
こ
の
ま
ま
移
管
を
受
け

る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ま

す
。
安
全
・
安
定
し
た
新
水

源
の
確
保
、
将
来
的
な
給
水

規
模
、
費
用
負
担
、
ま
た
先

端
科
学
都
市
構
想
等
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
継
続
し
て
協
議
を
続

け
て
い
き
た
い
。

　
　

介
護
保
険
法
改
正
で
最

も
懸
念
さ
れ
る
の
が
、
こ
れ

ま
で
要
支
援
者
に
介
護
予
防

　
　

①
神
岡
町
上
今
地
区
に

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
し

か
し
、
地
元
の
自
主
防
災
組

織
に
は
連
絡
が
行
か
な
か
っ

た
。
災
害
対
策
本
部
と
自
主

防
災
組
織
の
連
携
は
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
？ 

②
山
田
川
に
『
消
防

水
利
』
と
看
板
が
あ
り
取
水

口
が
あ
る
。
取
入
れ
の
水
量

管
理
は
ど
こ
な
の
か
？
③
支

　
　

①
東
日
本
大
震
災
以

降
、
現
時
点
で
原
子
力
発

電
所
は
す
べ
て
停
止
し
て

い
る
。
化
石
燃
料
に
よ
る
発

電
に
頼
っ
て
い
る
が
環
境
に

配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
大

切
で
あ
る
。
賃
料
収
入
や
税

収
増
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

　
　

こ
れ
ま
で
深
洞
湿
原
・

原
生
林
は
木
道
や
林
道
の
整

備
が
進
め
ら
れ
、
岐
阜
の
宝

物
と
し
て
人
気
の
高
い
湿
原

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
市

民
が
気
軽
に
入
山
し
に
く
い

　
　

神
岡
町
の
特
殊
な
経
緯

と
し
て
、
民
間
企
業
が
地
域

住
民
に
水
道
水
を
提
供
し
て

き
た
。
こ
の
上
平
水
道
が

現
行
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん

給
付
で
行
っ
て
き
た
サ
ー
ビ

ス
を
、
介
護
予
防
給
付
か
ら

切
り
離
し
、
市
町
村
が
実
施

す
る
「
地
域
支
援
事
業
」
に

移
行
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
改
正
と
市

へ
の
影
響
は
。

　

◆
谷
澤
市
民
福
祉
部
長

流
河
川
の
山
田
川
、
太
江
川

付
近
で
避
難
勧
告
が
発
令
さ

れ
た
。
小
規
模
河
川
が
危
険

で
あ
る
が
、
支
流
の
河
川
に

水
位
標
識
の
設
置
は
で
き
な

い
か
？
④
山
田
川
に
あ
る
取

水
堰
は
手
動
式
で
ほ
と
ん
ど

稼
働
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

付
近
の
堤
防
は
途
切
れ
て
い

る
と
こ
が
あ
り
、
水
が
漏
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
改
良
で

き
な
い
か
？ 

　

◆
小
倉
総
務
部
長

　

◆
沢
之
向
消
防
長

　

◆
川
瀬
基
盤
整
備
部
長

　
　

①
自
主
防
災
組
織
の
設

ら
れ
る
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
の
た
め
に
太
陽
光
発
電

屋
根
貸
し
事
業
が
で
き
な
い

か
？

　

◆
水
上
企
画
商
工
観
光
部
長

　
　

①
市
の
施
設
、
友
雪

館
、
老
人
保
健
施
設
た
か
は

ら
、
増
島
保
育
園
や
飛
騨
市

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
エ
リ
ア
活
用
に
関
す
る

展
望
に
つ
い
て
問
う
。

　

◆
水
上
企
画
商
工
観
光
部
長

　
　

引
き
続
き
国
や
県
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
湿
原
保

で
い
る
こ
と
か
ら
、
市
へ
の

移
管
の
要
請
が
出
さ
れ
て
い

る
。
茂
住
、
杉
山
地
区
に
お

け
る
水
道
事
業
の
対
応
は
。

　

◆
柏
木
環
境
水
道
部
長

問

問問

問問

答

答答

答

答
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問答

問答問答

問答問答
介
護
保
険
法
改
正
と
飛
騨
市
へ
の
影
響

８
月
豪
雨
災
害
の
対
応
と
河
川
改
修
に
つ
い
て

市
有
施
設
の
屋
根
貸
し
事
業
は
で
き
な
い
か

深
洞
湿
原
の
保
全
・
活
用
の
展
望
は

上
平
水
道
の
今
後
の
対
応
は

平
成
29
年
度
末
よ
り
移
行

本
部
と
自
主
防
災
組
織
の
相
互
連
絡
調
整
は
重
要

先
行
事
例
を
参
考
と
し
て
慎
重
に
検
討
す
る

湿
原
の
観
点
か
ら
山
之
村
牧
場
と
検
討

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
す
る　

山下　博文 議員

前川　文博 議員



　

◆
谷
澤
市
民
福
祉
部
長

　
　

①
交
付
対
象
者
は

９
１
８
４
人
。
交
付
者
数
は

６
３
９
２
人[

69
・
６
％]

。

利
用
者
数
は
不
明
で
利
用
枚

数
は
５
万
４
２
０
０
枚
。
②

助
成
単
価
が
４
０
０
円
か
ら

３
０
０
円
に
な
っ
た
こ
と
に

合
わ
せ
、自
己
負
担
２
０
０
円

の
支
払
い
を
嫌
っ
て
利
用
し

な
く
な
っ
た
人
が
増
加
。
③

本
事
業
は
、高
齢
者
福
祉
政
策

と
し
て
市
民
に
浸
透
し
て
い

る
が
、「
高
齢
者
の
福
祉
の
増

進
に
資
す
る
こ
と
」と
い
う
本

来
の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
で

あ
る
か
を
検
証
し
て
い
く
。

獲
。
捕
獲
計
画
は
、
25
年

～
27
年
は
、
年
度
ご
と
に
猪

２
０
０
頭
・
熊
50
頭
・
カ
モ

シ
カ
41
頭
な
ど
計
画
。
④
熊

に
よ
り
皮
剥
ぎ
被
害
を
受
け

た
森
林
は
「
獣
害
防
除
事
業
」

を
取
り
入
れ
、樹
木
に
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
の
巻
き
付
け
や
保

護
カ
バ
ー
を
つ
け
る
が
、
絶

対
的
な
方
法
で
な
く
、
劣
化

す
る
た
め
永
久
的
な
対
策
で

な
い
の
が
現
状
。

交
付
税
が
増
加
し
た
。

②
１
４
４
億
６
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

③
算
出
見
直
し
に
よ
り
増
額

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

④
市
単
独
事
業
費
と
し
て
、
年

間
10
億
円
。
更
に
国
・
県
の
特

定
財
源
を
確
保
し
、
投
資
額
の

拡
大
を
図
る
。

長
会
及
び
自
治
会
に
説
明
中
。

②
運
賃
の
有
料
化
見
直
し
を

図
り
、
国
等
の
補
助
金
を
活
用

し
新
交
通
体
系
を
検
討
中
で

あ
る
。

③
巡
回
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
よ

り
、
広
範
囲
で
の
通
院
や
買
い

物
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　
　

①
国
県
に
豪
雨
災
害
の

早
期
復
旧
と
、
国
道
４
７
１

号
冠
水
対
策
及
び
宮
川
流
域

の
治
水
対
策
を
要
望
す
る
。

②
水
路
断
面
の
増
幅
や
排
水

路
の
敷
き
上
げ
を
実
施
す
る
。

③
今
後
、
区
長
会
や
自
治
会

を
通
じ
て
周
知
を
行
う
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

の
「
岐
阜
県
防
災
情
報
」
や

気
象
庁
防
災
情
報
の
「
高
解

像
度
降
水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」

に
よ
り
、
市
民
へ
の
避
難
周

知
に
遅
れ
は
な
か
っ
た
。

　
　

新
し
く
鍼
灸
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
利
用
枠
が
拡
大

さ
れ
、
一
枚
の
助
成
額
が

４
０
０
円
か
ら
３
０
０
円
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
拡

大
が
進
む
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
助
成
金
の
額
が
大
き
く
減

　
　

収
穫
を
喜
ぶ
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
地
で
野
菜

や
稲
作
に
鳥
獣
被
害
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
集
落
ぐ
る
み

の
対
策
や
捕
獲
の
拡
大
に
全

力
を
注
ぐ
べ
き
と
考
え
ま

す
。
今
後
の
取
組
み
を
伺
う
。

①
地
域
ぐ
る
み
の
対
策
の
取

り
組
み
②
飛
騨
市
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
助
成
金
交
付
要
領

の
見
直
し
は
③
捕
獲
の
実

態
と
有
害
動
物
の
駆
除
計
画

　
　

①
一
般
会
計
12
億
８
千

７
百
万
円
の
黒
字
の
理
由
は
。

②
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予

算
額
は
。

③
合
併
特
例
期
間
終
了
後
、
国

は
普
通
交
付
税
の
算
出
見
直

　
　

①
見
直
し
の
進
捗
状
況

は
。

②
国
・
県
の
補
助
金
の
活
用
を
。

③
運
行
の
利
便
性
は
ど
の
よ

少
し
て
い
ま
す
。
不
満
は
一

昨
年
ま
で
無
料
で
入
浴
で
き

た
温
泉
施
設
が
一
部
有
料
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
無
料
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
一
枚

４
０
０
円
の
補
助
に
で
き
な

い
か
。

①
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
②
昨
年
度
の
助

成
額
が
５
０
７
万
の
減
少
の

理
由
は
。
③
今
後
の
助
成
金

の
在
り
方
は
。

は
。
④
山
林
被
害
の
対
策
は
。

　

◆
藤
井
農
林
部
長

　
　

①
国
庫
補
助
事
業
に
よ

る
侵
入
防
止
柵
設
置
や
、
県

森
林
環
境
税
に
よ
る
緩
衝
帯

整
備
を
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
。

②
市
の
制
度
は
、
比
較
的
小

規
模
農
地
に
緊
急
措
置
的
な

活
用
で
あ
り
、
基
本
的
に
は

国
庫
補
助
事
業
を
活
用
。
③

25
年
度
は
猪
１
０
４
頭
・
熊

27
頭
・
カ
モ
シ
カ
49
頭
等
捕

し
を
行
う
の
か
。

④
今
後
の
飛
騨
市
の
建
設
事

業
に
か
か
る
公
共
投
資
額
は
。

　

◆
市
長

　
　

①
「
地
域
の
元
気
づ
く

り
推
進
費
」
の
創
設
等
に
よ
り

う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

　

◆
小
倉
総
務
部
長

　
　

①
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
各
路
線
の
変
更
案
を
区

け
た
排
水
路
の
改
修
を
。

③
土
の
う
袋
及
び
土
の
確
保

等
を
市
民
に
周
知
徹
底
を
。

④
宮
川
上
流
部
の
高
山
市
と

の
情
報
交
換
及
び
市
民
へ
の

避
難
対
応
を
ど
う
考
え
る

か
。

　

◆
小
倉
総
務
部
長

　

◆
川
瀬
基
盤
整
備
部
長

　
　

①
国
道
４
７
１
号
の
冠

水
対
策
と
谷
地
区
及
び
古
川

盆
地
の
水
害
対
策
は
。

②
谷
地
区
の
冠
水
被
害
を
受

問問

問問 問

答

答

答答

答
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一般質問一般質問

問答問答

問答問答 問答

い
き
い
き
健
康
増
進
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

「
一
枚
の
助
成
金
を
４
０
０
円
に
戻
せ
な
い
か
」

鳥
獣
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

飛
騨
市
の
財
政
に
つ
い
て

巡
回
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
号
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
等
の
運
行
の
見
直
し
に
つ
い
て

８
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
政
策
と
し
て
市
民
に
浸
透
し
て
い
る

施
策　
「
し
ば
ら
く
は
現
状
で
実
施
」

国
庫
補
助
事
業
を
利
用
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
被
害

防
止
活
動
を
実
施

26
年
度
か
ら
５
年
間
で
交
付
税
が
17
億
円
余
減

額
。
31
年
度
の
予
算
額
は
１
４
４
億
６
千
万
円

巡
回
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
通
院
や
買
い

物
が
可
能
と
な
り
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る

県
に
豪
雨
災
害
の
早
期
復
旧
と
、国
道
４
７
１
号
冠

水
対
策
及
び
宮
川
流
域
の
治
水
対
策
を
要
望
す
る

洞口　和彦 議員

中嶋　国則 議員



望
に
沿
え
る
よ
う
な
提
案
を

し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
障
が
い
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
現

在
12
名
の
方
が
高
山
市
の
慈

光
会
の
施
設
を
利
用
し
て
い

る
。
飛
騨
市
に
就
労
支
援
施

設
、
生
活
介
護
施
設
が
で
き
、

利
用
す
る
こ
と
を
希
望
さ

れ
る
方
は
増
え
る
と
予
想
す

る
。
飛
騨
圏
域
の
事
業
所
と

情
報
交
換
、
情
報
提
供
し
な

が
ら
整
備
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

③
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
は
。

　

◆
小
倉
総
務
部
長

　
　

①
宮
川
流
域
は
30
年
確

率
の
洪
水
に
対
応
で
き
る
改

修
を
進
め
る
。

②
危
険
性
が
高
い
場
合
は
夜

間
で
あ
っ
て
も
避
難
勧
告
を

す
る
。

③
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」

改
正
内
容
を
関
係
者
に
説
明

す
る
。

考
え
に
く
い
一
部
地
域
。
②

黒
内
果
樹
園
で
は
ク
マ
に
よ

る
被
害
あ
り
。
金
網
柵
設
置

の
国
庫
補
助
要
望
を
し
て
い

る
が
、
緊
急
的
に
市
単
補
助

金
で
の
対
応
も
あ
る
。
ま
た

天
生
湿
原
で
は
侵
入
防
止
対

策
を
現
在
、
国
（
森
林
管
理

署
）、
県
な
ど
と
検
討
中
。

宿
泊
を
提
供
で
き
る
「
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
や

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
が
有
効
で
あ
り
事
業
参

入
を
促
進
し
た
い
。
在
宅
で

重
度
の
方
を
支
え
る
た
め
の

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

体
制
整
備
を
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

ア
レ
ル
ギ
ー
点
検
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
対
応

者
や
対
応
品
目
の
増
加
が
見

込
ま
れ
現
状
で
の
対
応
が
困

難
と
な
る
場
合
の
対
応
策
の

一
つ
と
捉
え
、
今
後
各
市
町

村
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

持
参
給
食
に
つ
い
て
は
、
各

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
出
来
得

る
限
り
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
の

提
供
に
心
掛
け
「
形
・
色
」

な
ど
類
似
し
た
代
替
食
品
を

準
備
す
る
な
ど
努
力
し
て
い

る
。
保
護
者
か
ら
の
相
談
・

要
望
が
あ
れ
ば
人
命
尊
重
の

立
場
か
ら
も
、
誠
意
を
も
っ

て
個
別
で
の
対
応
を
行
う
。

　
　

特
別
支
援
学
校
卒
業

後
、
周
辺
に
学
校
と
の
繋
が

り
が
切
れ
ず
に
活
動
や
生
活

が
で
き
る
支
援
施
設
が
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
市
内
に
グ

　
　

災
害
時
に
当
市
は
区
長

や
自
治
会
制
度
が
機
能
し
て

　
　

①
く
く
り
わ
な
の
輪
を

大
き
く
出
来
な
い
か
。
②
果

樹
の
被
害
が
相
当
あ
っ
た
、

畜
産
農
家
で
は
牛
の
飼
料
が

被
害
に
あ
っ
た
。
天
生
湿
原

で
も
水
芭
蕉
が
根
こ
そ
ぎ
掘

ら
れ
る
被
害
が
あ
り
、
い
た

　
　

国
の
介
護
保
険
制
度
改

革
の
中
で
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
対
象
者
は
原

則
要
介
護
３
以
上
に
す
る
と

あ
る
。
改
正
さ
れ
る
と
介
護

　
　

近
年
の
傾
向
と
事
故
防

止
対
策
は
。
ア
レ
ル
ギ
ー
点

検
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
ア
レ

ル
ギ
ー
児
童
生
徒
の
持
参
給

食
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

◆
石
腰
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
　

平
成
26
年
度
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
の
対
象
人
数
は
、

小
学
生
36
名
・
中
学
生
13
名

で
あ
り
、
29
品
目
を
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
品
目
と
し
て
い
る
。

傾
向
的
に
卵
を
原
料
と
し
た

食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
が
約
３
割

を
占
め
て
い
る
。

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
は
不

可
避
で
は
な
い
か
。

　

◆
谷
澤
市
民
福
祉
部
長

　
　

特
別
支
援
学
校
周
辺

に
、
支
援
施
設
が
あ
る
こ
と

は
利
便
性
が
高
い
も
の
と
考

え
る
。
事
業
促
進
を
図
る
う

え
で
、
飛
騨
圏
域
の
事
業
所

に
働
き
か
け
を
行
い
、
自
立

支
援
協
議
会
で
協
議
し
て
要

お
り
市
の
勧
告
に
は
地
域
ぐ

る
み
で
従
う
仕
組
み
作
り
が

出
来
て
い
る
が
今
一
度
徹
底

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
危

険
な
個
所
の
整
備
状
況
は
。

②
緊
急
時
の
ス
キ
ー
ム
は
。

る
所
で
影
響
が
出
て
い
る
。

思
い
切
っ
た
対
策
や
支
援
は

出
来
な
い
か
。

　

◆
藤
井
農
林
部
長

　
　

①
く
く
り
わ
な
の
輪
は

法
定
12
㎝
以
下
。
制
限
解
除

は
県
指
定
の
ク
マ
の
生
息
が

難
民
が
発
生
す
る
。
市
の
方

針
は
。

　

◆
谷
澤
市
民
福
祉
部
長

　
　

入
所
待
機
者
の
対
応
策

と
し
て
は
、
訪
問
・
通
所
・

事
故
防
止
対
策
は
、
保
護
者

へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り

対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
児
童

生
徒
の
管
理
指
導
票
の
提
供

を
受
け
、
主
治
医
・
学
校
医

の
専
門
的
見
解
か
ら
の
指
導
・

指
示
に
基
づ
き
、
保
護
者
と

の
共
通
理
解
の
う
え
で
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
給
食
セ

ン
タ
ー
で
は
、
通
常
の
給
食

調
理
ラ
イ
ン
と
は
別
に
納
入

食
材
の
成
分
確
認
か
ら
調
理
、

搬
送
ま
で
を
個
別
に
対
応
し

て
い
る
。

問

問問問

問

答

答

答答

答
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一般質問一般質問

問答

問答問答問答

問答
重
い
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
涯
に
わ
た
る
支
援

体
制
の
強
化
を

教
訓
を
生
か
し
た
防
災
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

飛
騨
市
の
介
護
状
況
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

つ
い
て

飛
騨
圏
域
の
事
業
所
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く

夜
間
で
あ
っ
て
も
避
難
勧
告
を
発
令　

ご
理
解
・

ご
協
力
を

ク
マ
被
害
の
果
樹
園
に
は
市
単
補
助
金
で
対
応

す
る

「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
の
事
業
参
入
促

進
を

人
命
尊
重
で
誠
意
を
も
っ
て
個
別
で
の
対
応
を

行
う

後藤　和正 議員

福田　武彦 議員



な
必
要
性
に
応
じ
て
適
切
に

改
め
て
い
く
行
政
の
仕
組
み

の
改
革
と
い
う
点
を
念
頭
に

お
い
て
推
進
し
て
い
く
。
③

市
の
最
重
要
課
題
は
、
人
口

問
題
と
地
域
振
興
で
あ
り
、

指
定
管
理
施
設
に
頼
ら
な
い

地
域
振
興
が
ど
こ
ま
で
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
地

域
振
興
策
の
結
果
次
第
と
考

え
る
。
④
コ
ス
ト
縮
減
の
み

に
主
眼
を
お
か
ず
、「
財
政

最
適
化
」
に
基
づ
き
、
財
源

は
真
に
必
要
な
と
こ
ろ
に
重

点
配
分
す
る
こ
と
か
ら
、
目

標
額
を
定
め
る
の
で
は
な

く
、
結
果
的
に
効
果
額
が
生

ず
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

が
大
き
い
。
③
児
童
生
徒
の

実
態
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る

授
業
改
善
に
取
り
組
む
。
④

極
少
人
数
の
学
校
は
個
人
が

特
定
さ
れ
る
こ
と
と
、
市
標

準
学
力
調
査
と
の
総
合
的
な

分
析
か
ら
指
導
方
法
等
の
改

善
を
目
的
に
し
て
い
る
の
で

公
表
し
な
い
。
⑤
確
実
に
関

係
が
あ
る
。
例
え
ば
国
語
の

活
用
問
題
に
お
い
て
、
ゲ
ー

ム
１
時
間
以
内
と
４
時
間
以

上
と
で
は
16
か
ら
18
ポ
イ
ン

ト
の
差
が
出
て
い
る
。

　
　

①
第
３
次
行
政
改
革

は
、「
財
政
最
適
化
」
を
目
標

に
、
平
成
26
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
の
５
ヶ
年
と
し
て
い

る
。
そ
こ
で
①
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
及
び
進
捗
状
況
は
。
②「
行

政
の
仕
組
み
の
改
革
」
に
主

眼
を
置
く
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
何
を
想
定
し
て

　
　

今
年
度
の
全
国
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
①
結

果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
②

過
去
と
の
推
移
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
③
今
後

の
取
り
組
み
は
。
④
学
校
別

成
積
の
公
表
は
。
⑤
ゲ
ー
ム

と
成
積
の
関
係
は
有
る
の
か
。

　

◆
山
本
教
育
長

　
　

①
全
国
比
に
お
い
て
小

い
る
の
か
。
③
商
工
・
観
光

を
目
的
と
し
た
指
定
管
理
施

設
の
行
革
の
中
で
廃
止
も
有

り
う
る
の
か
。
④
経
費
削
減

目
標
額
を
設
定
し
て
行
う
の

か
。

　

◆
市
長

　
　

①
市
民
で
構
成
す
る
行

政
改
革
懇
談
会
を
立
ち
上

げ
、
年
度
内
に
は
各
実
行
計

画
へ
と
着
手
す
る
。
②
実
行

計
画
の
全
て
に
つ
い
て
、
行

政
の
制
度
・
組
織
・
運
用
を
、

外
的
環
境
の
変
化
や
内
発
的

学
校
で
は
、
国
語
の
知
識
問

題
が
や
や
下
回
っ
た
が
、
算

数
は
同
等
。
活
用
問
題
は
全

国
比
・
県
比
と
も
に
上
回
っ

た
。
特
に
中
学
校
は
全
て
の

問
題
で
全
国
比
・
県
比
と
も

に
大
き
く
上
回
っ
た
。
②
年

度
毎
に
波
は
あ
る
が
、
徐
々

に
高
ま
り
が
見
ら
れ
、
中
学

校
は
23
年
度
以
降
の
高
ま
り

問問

答

答
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9月定例会の提出議案等における各議員の賛否一覧

前　

川　

文　

博

中　

嶋　

国　

則

田　

中　

清　

安

洞　

口　

和　

彦

野　

村　

勝　

憲

後　

藤　

和　

正

福　

田　

武　

彦

菅　

沼　

明　

彦

内　

海　

良　

郎

森　

下　

真　

次

高　

原　

邦　

子

谷　

口　

充
希
子

天　

木　

幸　

男

葛　

谷　

寛　

徳

山　

下　

博　

文

池　

田　

寛　

一

籠　

山　

恵
美
子

認定第１号　平成25年度飛騨
市一般会計歳入歳出決算の認定
について

原 案
認 定 14：2 ○○○○○○○－○○×○○○○○×

※○は賛成、×は反対
※議長は裁決に加わりません。但し可否同数の場合は議長裁決となります。

議　員　名

議 案 名 等

議会の傍聴にお越しください

12 月	 2 日（火）	 本会議（開会、提案説明）

	 9 日（火）	 本会議（一般質問1日目）

	 10 日（水）	 本会議（一般質問2日目）

	 11 日（木）	 本会議（一般質問3日目）

12月定例会の予定

※日程は変更される場合があります。

	 12 日（金）	 常任委員会

	 15 日（月）	 予算特別委員会

	 17 日（水）	 本会議（	委員長報告、質疑、
討論、採決、閉会）

一般質問一般質問

問答問答
第
３
次
行
政
改
革
に
つ
い
て

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
時
々
で
総
合
的
に
判
断
し
、身
の
丈
に
合
っ
た

財
政
最
適
化
の
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く

県
と
の
比
較
で
は
全
て
上
回
っ
て
い
る
。
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
状
況
を
見
届
け
、更
な
る
改
善
を
図
る

内海　良郎 議員


